
４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

こ
れ
ま
で
労
働
時
間
の
適
正
な
把
握
に

つ
い
て
は
、
厚
労
省
の
「
労
働
時
間
の
適

正
な
把
握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ
き

措
置
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
（
２
０

１
７
年
）
に
て
、
具
体
的
な
把
握
方
法
を

明
確
化
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の

「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
管
理
監
督
者

や
み
な
し
労
働
時
間
制
（
裁
量
勤
務
制
等
）

が
適
用
さ
れ
る
労
働
者
は
対
象
外
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

今
年
４
月
か
ら
労
働
安
全
衛
生
法
が
改

正
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
管
理
職
も
含
め

て
、
す
べ
て
の
労
働
者
の
労
働
時
間
を
把

握
す
る
こ
と
を
義
務
化
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
労
働
時
間
の
把
握
は
、
タ
イ
ム

カ
ー
ド
や
パ
ソ
コ
ン
の
使
用
時
間
の
記
録

等
の
客
観
的
な
方
法
で
行
う
こ
と
が
原
則

で
す
。
自
己
申
告
で
行
う
こ
と
は
、
や
む

を
得
な
い
場
合
の
例
外
で
す
。

ま
た
適
正
に
把
握
し
た
労
働
時
間
の
記

録
を
作
成
し
、
３
年
間
保
存
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

（
労
働
安
全
衛
生
法
第
66
条
の
８
の
３
、

労
働
安
全
衛
生
規
則
第
52
条
の
７
の
３
を

参
照
）

労
働
時
間
と
は
？
。

前
記
の
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
で
は
、
労

働
時
間
と
は
使
用
者
の
指
揮
命
令
下
に
置

か
れ
て
い
る
時
間
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
時
間
は
、
労
働

時
間
に
該
当
し
ま
す
。

①

使
用
者
の
指
示
に
よ
り
、
就
業
を
命

じ
ら
れ
た
業
務
に
必
要
な
準
備
行
為
（
着

用
を
義
務
付
け
ら
れ
た
所
定
の
服
装
へ
の

着
替
え
等
）
や
業
務
終
了
後
の
業
務
に
関

連
し
た
後
始
末
（
清
掃
等
）
を
事
業
場
内

に
お
い
て
行
っ
た
時
間

②

使
用
者
の
指
示
が
あ
っ
た
場
合
に
は

即
時
に
業
務
に
従
事
す
る
こ
と
を
求
め
ら

れ
て
お
り
、
労
働
か
ら
離
れ
る
こ
と
が
保

障
さ
れ
て
い
な
い
状
態
で
待
機
等
し
て
い

る
時
間
（
い
わ
ゆ
る
「
手
待
時
間
」
）

③

参
加
す
る
こ
と
が
業
務
上
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
る
研
修
・
教
育
訓
練
の
受
講
や
、

使
用
者
の
指
示
に
よ
り
業
務
に
必
要
な
学

習
等
を
行
っ
て
い
た
時
間
。

適
正
な
把
握
方
法
を

職
場
の
実
態
は
、
着
替
え
や
清
掃
な
ど

が
労
働
時
間
か
ら
外
さ
れ
た
り
、
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
趣
旨
に
反
す
る
こ
と
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

す
で
に
多
く
の
会
社
で
は
、
門
前
で
の

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
の
就
業
時
間
把
握
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
で
準
備
時
間
、

後
始
末
の
時
間
も
含
む
労
働
時
間
把
握
が

可
能
に
な
り
ま
す
。
労
働
時
間
の
適
正
な

把
握
の
た
め
の
改
善
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
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日立ジョンソンコ

ントロールズ空調

と関連会社で働く

人のネットワーク

「ブラック企業大賞2018」

日立製作所が「特別賞」

山口県の笠戸事業所で、数百人のフィリ

ピン人技能実習生を不正に働かせていたこ

とが発覚。本来は電気機器組み立てを任せ

るはずが、別の作業をさせていました。在

留資格の更新ができないことを理由に、す

でに99人の技能実習生が解雇されていたこ

とが発覚し、ブラック企業「特別賞」を受

賞しました。


